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図版26
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図版27 絵図 1
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｀ 正徳3年の鹿児島城絵図（東京大学史料編纂所・蔵）
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図版28 絵図 2

元禄9年鹿児島城絵図（東京大学史料編纂所々蔵）

宝暦6年の鹿児島城絵図（東京大学史料編纂所々蔵）
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図版29 絵図 3
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あとがき

発掘調査から 13年経って，鹿児島城二之丸跡の遺構編を刊行できた。その間，本丸跡や鹿

児島市が調査した二之丸跡が発掘調査され，多くの資料が報告されている。

また，中世城館調査も実施され，城郭の考え方も進歩し，城の把握が広域になっている。

そして，報告書作業にはいる直前に東京大学の資料編纂所から元禄や正徳ならびに宝暦の絵

図が発見され，鹿児島城全体の様子が伺えられ，良い資料に会えた結果になった。この資料を

教えていただいた五昧克夫先生にお礼を申し上げる次第である。

それだけに，報告書作成の作業には全力を注いだつもりである。

しかし，鹿児島城は島津氏の近世の城であるので，学問的領域はまだまだ奥深く，私どもの

力が及ばないことが多々あり本報告書を書ぎ上げても，心に不安が残るばかりである。

よって，本書を御利用していただく方々で，御意見があれば御教授下さることを願う次第で

ある。

最後に，発掘調査から報告書作成に至る間，御指導，御教授していただいた各先生方をはじ

め，炎天下，桜島の灰に悩まされての発掘に従事して下さった方々，土器洗いや，整理作業や，

報告書作成に従事して下さった文化課収蔵庫の方々に深く感謝いたします。
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二之丸跡の殿舎とその配置

土田充義

昭和52年秋作製の発掘調査に基づく礎石分布図を拝見し，．その礎石を線で結び， どのような

建造物（殿舎）があったかの推察である。 15年以卜＾前のことで大変難しい仕事であり，発掘状

況を実見していない私にとって冒険ともいえる危険を包含しながら，一つの試みをした報告で

ある。

礎石や礎石下の根石群は六尺五寸の方眼紙上にうまくのる。それは柱間に六尺五寸を単位に

して設計していたことを示す。六尺五寸に一致しない南側は幅五尺三寸程の縁が敷かれていた

と考えられる。殿舎は少なくとも三棟建っていた。その他に根石が散在するがどう結びつくの

か今のところ分からない。

その 3棟は玄関及び表座敷のある接客部分と奥座敷のある居住部分，それに蔵である。石段

を登って左折すると入口に達し，そこから玄関に入る。玄関は控の間でもあり，なかなか広い

10畳の広間である。その奥南側に 8骨の表座敷がある。この表座敷には縁が付ぎ東側にトコ（床）

・タナ（違棚）を設け客を迎えるにふさわしい造りである。表座敷には次の間 (4畳）が付き，

その北側に 6畳間があり，ここは主人に仕える人々の部屋であろう。玄関の10畳の広間には表

座敷と同じく南側に雁行型に縁が付いていた。居住部分の奥座敷とは十尺離れて渡廊下で繋が

っていた。その渡廊下は次の間に接続し，奥座敷の方では 4費の部屋に繋がっていた。奥座敷

は3室連続し，西から 8畳の「三の間J • 4畳の「二の間」（次の間）次が最も奥の 6畳の座敷

になっている。その奥座敷は東側北寄りにトコが付き，その南寄りに縁が付き，縁は折れて南

に延びて，「二の間」 ・「三の間」の半分に一直線に付いていた。「三の間」の残り半分の一間に

タナがあったかもしれない。奥座敷の北側には一長押高くして帳台といわれる寝室が一般に設

けられる。その位置は奥座敷と蔵との間で根石の散乱などはそのためかもしれないがはっきり

しない。最後の一棟は蔵で，蔵は正面二〇尺，側面一〇尺で入口十三尺 (2間に相当）になっ

ている。それは礎石の位置で，出入口に使うには広すぎるので土台上に柱を建てて一間程の狭

さにしていたであろう。

これら 3棟は二の丸築造の天和 4年 (1683) に光久公の意図によって建てられ，その後この

場所が庭園となる享保 8年 (1723) までの50年間使われた。光久公は貞享4年 (1687) に隠居

し，その隠居所として住んだ。光久公は火難を避けるために祭った霊符堂を奥座敷の縁を下り

て，庭を過ぎ直すぐ進ん礼拝していたであろう。

接客部分と居住部分を渡廊下で繋ぐ方法は規模こそ違え本丸の殿舎配粧と類似している。ま

た当時の大名屋敷とも類似する（新訂図説日本住宅史 太田博太郎著彰国社 昭和46年）。この

光久公の隠居所は梁間 2間又は 2間半で狭く，それに下屋が付加する程度の小規模でありなが

ら蔵を置くなど一つのまとまりを示していた。

この報告を書くにあたり，「鹿児島城の沿革ー関係史料の紹介ー」（五味克夫執筆）が大いに役
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立ったことを記し感謝するしだいである。

+―}(f) 
＋要，． 

殿舎の復元

-2-



こ
れ
ま
で
に
私
は
鹿
児
島
城
の
発
掘
調
査
に
関
係
し
て
文
献
面
か
ら
の
考
察
を
報
告
書
に
寄

稿
し
て
き
た
。
一

は

『
鹿
児
島
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
⑬

鹿

児

島
（
鶴
丸
）
城
本
丸
跡
』

（一

九
八
三
年
）
所
収
の
「
鹿
児
島
城
の
沿
革
ー
関
係
史
料
の
紹
介
ー
」
で
あ
り
、
二
は

『
鹿

児
島
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
⑤
鹿
児
島
（
鶴
丸
）
城
二
之
丸
跡
』(
-
九
八
四
年
）

所
収
の
「
鹿
児
島
城
二
の
丸
の
変
遷
に
つ
い
て
」
で
あ
り
、
三
は

『同

⑧

名

山

遺

跡
』
(
-
九

八
八
年
）
所
収
の
「
旧
藩
時
代
に
お
け
る
名
山
小
学
校
敷
地
の
状
況
に
つ
い
て
ー
文
献
を
中
心

と
し
た
考
察
ー
」
で
あ
る
。
一

は
（
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ

ー
黎
明
館
建
設
に
伴
う
）
鹿
児
島
城

本
丸
部
分
の
発
掘
調
査
の
際
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
は
市
立
美
術
館
再
築
に
伴
う
鹿
児

島
城
二
之
丸
部
分

（一

部
）
の
発
掘
調
査
の
際
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、

三
ぱ
名
山
小
学
校

体
育
館
建
設
に
伴
う
鹿
児
島
城
二
之
丸
前
面
部
分
役
屋
敷
跡
（

一
部
）
の
発
掘
調
査
の
際
に
執

筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
記
述
の
内
容
は
単
に
発
掘
地
域
内
の
こ
と
の
み
で
な
く
、
鹿
児
島

城
全
般
に
つ
い

て
も
ふ
れ
て

い
る
。
今
回
の
報
告
書
は
県
立
図
書
館
新
設
に
先
立
っ
て
実
施
さ

れ
た
発
掘
調
査
に
伴
う
毅
告
書
で
あ
り
、
調
査
そ
の
も
の
は

一
番
早
く
行
わ
れ
た
が
、
何
分
当

初
の
こ
と
と
て
鹿
児
島
城
跡
全
体
の
中
で
し
め
る
位
置
や
、
遺
構

・
遺
物
の
も
つ
意
義
に
つ

い

て
の
把
握
は
決
し
て
十
分
で
は
な
く
、
報
告
書
の
公
刊
も
腸
の
目
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
る
に
年
数
を
経
過
し
て
周
辺
部

（黎
明
館
建
設
予
定
地
、
市
立
美
術
館
再
建
予
定
地
、
名

山
小
学
校
体
育
館
新
築
予
定
地
等
）
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、

多
く
の
新
知
見
を
得
、
文
献

面
で
も
後
掲
の
如
く
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
々
蔵
の
鹿
児
島
城
絵
図

（
元
緑
九
年
、
正
徳
三
年

宝
暦
六
年
図
並
び
に
付
既
文
書
）
の
発
見
、
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
寄
託
玉
里
島
津
家

文
書
中
の

二
之
丸
図
等
の
発
見
等
に
よ
り
新
知
識
を
得
た
の
で
今
に
し
て
既
得
の
史
料
と
併
せ

て
再
考
察
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
む
し
ろ
幸
運
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
た
が

っ
て

既
に
言
及
し
た
事
項
も
少
な
く
な
く
重
複
の
き
ら
い
は
あ
る
が
、
鹿
児
島
城
跡
全
体
の
中
で
と

く
に
県
立
図
書
館
建
設
用
地
内
遺
跡
を
念
頭
に
お
い
て
、
鹿
児
島
城
二
之
丸
跡
に
つ
い
て
再
度

関
係
史
料
の
紹
介
を
中
心
に
記
述
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

鹿

児

島

城

五

味

克

夫

ー

関

係

史

料

の

紹

介

ー

之

丸

跡

に

つ

い

て

④
元
緑
九
年
城
絵
図
（東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
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史
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c
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年
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絵
図
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大
学
史
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所
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県
立
図
書
館
新
設
用
地
は
鹿
児
島
大
学
グ
ラ
ン
ド
で
あ
り
、
そ
の
前
は
第
七
高
等
学
校
グ
ラ

ン
ド
で
あ
っ
た
。
当
然
一
面
の
平
担
地
で
あ
り
、
何
の
遺
構
遺
物
も
存
在
し
な
い
か
の
如
く
で

あ
っ
た
。
し
か
し
試
掘
の
結
果
、
上
水
道
、
排
水
溝
の
他
、
陪
段
、
石
塀
、
建
物
跡
を
は
じ
め

遺
物
も
多
く
出
土
、
さ
ら
に
全
面
発
掘
の
結
果
、
多
数
の
遺
構
、
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
中
で
も
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
建
設
予
定
地
（
鹿
児
島
大
学
医
学
部
、
前
は
文
理

学
部
そ
の
前
は
第
七
高
等
学
校
々
舎
所
在
地
）
と
の
境
と
な
る
旧
本
丸
の
石
垣
の
下
に
掘
が
撓

っ
て
い
た
事
実
の
確
認
は
最
大
の
成
果
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
当
時
調
査
に
当
っ
て
収
集
し

た
城
下
絵
図
の
中
に
、
二
、
三
本
丸
北
側
か
ら
東
側
に
繰
る
堀
が
さ
ら
に
石
垣
に
仕
切
ら
れ
乍

ら
南
側
に
も
入
り
こ
ん
で
い
る
も
の
が
あ
り
、
県
立
図
書
館
の
正
徳
三
年
（
し
）
の
城
絵
図

写
で
は
南
側
の
堀
が
曲
折
し
て
山
麓
に
ま
で
至
っ
て
い
る
よ
う
に
う
か
が
え
た
。
し
か
し
多
く

の
も
の
は
南
側
の
堀
を
画
い
て
お
ら
ず
最
初
は
半
信
半
疑
で
、
試
掘
し
た
と
こ
ろ
、
果
し
て
実

在
す
る
東
北
の
堀
と
同
様
の
も
の
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
成
尼
常
矩
の
指
図
も

市
立
美
術
館
か
ら
発
見
さ
れ
文
献
上
か
ら
も
堀
の
実
在
が
裏
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
発
掘
調
査
の
結
果
と
文
献
史
料
合
致
の
例
と
し
て
特
筆
さ
れ
よ
う
。

こ
の
場
合
成
尾
図
は
南
側
の
堀
を
幕
末
時
の
状
況
を
示
し
て
本
丸
の
石
垣
の
途
中
で
石
曼
で
止

め
て
お
り
、
そ
れ
も
発
掘
調
査
の
結
果
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
前
出
正
徳
一
云
一
年
の
絵

図
と
の
矛
盾
は
消
え
な
い
。
当
時
は
同
図
が
後
年
の
写
本
で
そ
れ
程
の
信
憑
性
の
あ
る
も
の
と

考
え
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
以
て
更
に
石
曼
止
め
の
延
長
線
上
に
堀
を
確
認
す
る
作
業
の
必

要
性
を
提
言
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
年
に
な
っ
て
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎

明
館
で
は
東
点
大
学
史
料
編
纂
所
々
蔵
の
島
津
家
文
書
中
の
城
絵
図
等
の
調
査
を
実
施
し
、
い

ま
ま
で
当
地
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
鹿
児
島
城
絵
図
写
三
点
並
び
に
裏
文
書
、
添
状
等
の

存
在
を
確
認
、
許
可
を
得
て
写
真
も
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
う
ち
の
一
点
が
比
較
検

討
の
結
果
前
出
県
立
図
書
館
所
蔵
の
正
徳
三
年
の
城
絵
図
写
の
正
本
⑱
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
さ
に
南
の
堀
は
さ
ら
に
西
に
伸
び
、
曲
状
と
な
っ
て
山
麓
に
ま
で

達
す
る
形
で
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
他
の
二
点
、
一
点
は
元
朦
九
年
（
九
、
こ

城
絵
図
写
囚
、
一
点
は
同
内
容
の
宝
暦
六
年

(

h

し
）
の
城
絵
図
写
心
で
あ
り
、
堀
の
記
載
は

共
に
正
徳
―
二
年
絵
図
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
南
の
堀
の
存
在
が
少
な
く
と
も
近
世

中
期
ま
で
は
城
山
々
麓
に
達
す
る
形
で
あ
っ
た
事
を
文
献
卜
か
ら
は
認
め
な
い
訳
に
は
い
か
な

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
右
の
三
点
の
城
絵
図
並
び
に
付
属
文
内
を
記
述
部
分
を
中
心
に

紹
介
し
て
お
こ
う
。

囚
は
甲
突
川
左
岸
の
城
山
及
び
山
麓
の
城
主
等
の
居
所
、
侍
屋
敷
等
を
記
し
た
鹿
児
島
城
下
図

に
元
緑
九
年
四
月
の
火
災
で
焼
失
し
た
箇
所
を
表
示
し
説
明
し
た
絵
図
で
あ
り
、
左
下
に

「
薩
麿
国
鹿
児
島
城
下
自
町
屋
出
火
、
城
内
之
居
所
類
焼
付
rfn

従
前
々
有
来
侯
櫓
・
塀
・
門
橋

絵
図
之
通
御
座
候
、
如
元
作
事
仕
度
候
、
所
々
焼
崩
候
石
垣
之
分
irt
如
元
修
補
中
付
度
奉
願
俣
、

以
上
、

五
月
十
一
二
日
松
平
薩
摩
守
御
判
」

元

緑

九

子

の
書
入
れ
が
あ
る
。
裏
に
は

「
元
緑
九
｛
年
四
月
甘
三
日
之
夜
鹿
児
島
火
事
御
城
内
回
緑
付
rfn

御
普
請
之
儀
被
相
伺
、
御
願

之
通
被
仰
渡
候
、
依
之
絵
図
之
相
二
始
終
之
趣
記
之
、
」

と
あ
っ
て
罹
災
の
経
過
と
幕
府
へ
の
報
告
書
写
、
被
害
状
況
と
そ
の
報
告
書
、
応
急
処
隕
と
そ

の
報
告
書
並
び
に
現
状
変
更
許
可
願
と
幕
府
当
局
の
指
示
、
そ
し
て
絵
図
を
添
え
て
の
城
の
修

復
願
、
絵
図
作
成
の
事
情
と
細
部
の
記
載
内
容
の
説
明
、
幕
府
の
許
可
に
対
す
る
謝
札
言
上
の

手
続
等
を
記
し
、
ま
と
め
と
し
て

「
右
者
今
度
鹿
児
島
出
火
、
御
城
回
緑
付
血
公
義
A

支
被
仰
上
候
趣
書
付
数
々
取
散
、
岡
々

有
之
候
rfn

，
如
何
敷
候
、
惣
血
此
一
紙
―

rfn

埓
明
候
様
二
与
存
、
始
終
之
趣
相
記
候
、
殊
更
御
国

元
之
儀
書
物
等
令
焼
失
、
以
後
御
城
御
修
覆
等
之
節
、
見
合
罷
成
候
書
付
文
有
之
間
鋪
候
得

者
、
詳
書
記
、
江
戸

rr

一
通
、
御
国
許
二
通
、
差
置
候
様
；
御
意
候
付
rln

、
絵
図
二
枚

相
調
、
裏
書
内
案
を
以
記
之
、
一
枚
者
御
国
元
11

遺
之
、
一
枚
者
芝
御
屋
敷
之
内
評
定
所
ー
納

置
候
、
元
緑
1

こ
年
御
門
Jt

橋
之
儀
付
被
伺
候
節
、
此
度
被
差
出
候
絵
図
向
後
無
相
違
様
相

調
差
出
可
然
候
、
比
段
能
々
相
心
得
可
罷
達
候
、
以
後
絵
図
者
相
違
之
儀
共
有
之
候
ハ
ハ
、

留
守
居
可
為
越
度
之
由
、
加
賀
守
様
よ
り
甚
右
衛
門
け
堅
被
仰
聞
候
与
相
見
得
候
、
依
之
此
節

茂
其
絵
図
を
以
写
調
写
申
儀
候
間
、
向
後
御
音
信
被
成
付
、
絵
図
被
差
出
候
儀
有
之
條
ハ
ハ
、

此
絵
図
不
違
様
可
有
心
得
者
也
、
」
と
あ
り
、
そ
し
て
次
に
幕
府
の
許
可
書
を
掲
載
す
る
。

「

以

上

薩
州
鹿
児
島
城
下
今
度
出
火
之
節
、
居
所
JI

櫓
、
塀
・
門
・
橋
等
焼
失
、
石
垣
所
々
焼
崩
候
付

rfn

、
右
之
石
垣
第
直
之
、
櫓
・
門
建
之
、
塀
・
橋
掛
之
、
居
所
作
事
被
申
付
度
旨
、
瞼
図
苔
付

之
通
得
其
意
候
、
如
元
可
有
普
請
候
、
恐
々
謹
言
、

五

月

甘

三

日

戸

田

山

城

守

元
緑
九
子

忠
昌
判
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松
平
薩
麿
守
殿

こ
れ
に
よ
っ
て
囚
は
今
後
の
城
の
修
復
等
の
際
に
、
よ
る
べ
き
基
礎
資
料
と
し
て
絵
図
並
び
に

関
係
文
書
を
一
ま
と
め
に
し
て
保
存
活
用
の
た
め
江
戸
・
鹿
児
島
家
老
座
・
記
録
所
に
留
め
ら

れ
た
一
1

一
部
の
う
ち
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
恐
ら
く
こ
れ
は
そ
の
う
ち
の
記
録
所
の
分

で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
右
の
仰
出
之
書
付
別
紙
一
通
と
は
左
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
。

「
一
先
年
以
来
御
城
御
修
覆
等
之
節
、
御
城
之
絵
図
公
義
4

被
差
出
候
拓
、
御
覧
被
遊
候
処
、

少
々
ッ
ツ
相
替
候
、
如
何
様
訳
有
之
、
其
節
ハ
其
通
二
而
為
相
済
俄
二
社
可
有
之
候
得
共
、
其

訳
委
細
書
記
無
之
由
候
、
相
替
候
絵
図
数
々
有
之
候
曲
者
、
向
後
間
違
候
儀
可
有
之
と
被
思
召

俣
条
、
先
年
御
城
回
緑
以
後
元
禄
九
子
年
御
普
請
之
御
願
被
仰
上
候
節
被
差
出
候
御
城
絵
図
者

島
津
備
前

0~ 
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そ
し
て
末
尾
に

「
元
緑
九
年
f

五
月
甘
八
日
称
寝
丹
波
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
称
寝
丹
波
は
幕
府
の
城
修

復
許
可
に
対
し
て
謝
礼
使
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
。

な
お
そ
の
末
尾
の
記
載
と
幕
府
の
許
可
書
と
の
間
の
余
白
に
朱
字
で
次
の
挿
入
書
が
あ
る
。

「
先
年
以
米
、
御
城
御
修
覆
等
之
節
、
公
義
汀
被
差
出
候
絵
図
少
々
宛
相
替
候
所
有
之
候
故
、

向
後
間
違
之
儀
敷
可
有
之
餃
条
、
後
年
公
義
げ
絵
図
被
差
出
候
節
者
、
此
絵
図
面
無
相
違
様
可

仕
旨
、
正
徳
元
卯
八
月
廿
七
日
、
吉
貴
公
被
仰
出
趣
有
之
候
付
而
‘
此
以
前
段
々
相
替
候
絵
図

者
、
別
一
片
付
、
此
絵
図
三
枚
相
調
、
壱
枚
者
江
戸
御
家
老
座
江
差
越
、
壱
枚
者
御
記
録
所
北

相
渡
、
一
枚
者
御
国
御
家
老
座
A

納
置
候
、
向
後
共
二
公
義
4

被
差
出
俣
絵
図
之
担
者
委
細
之

訳
書
記
、
江
戸
御
国
御
家
老
座
片
御
記
録
所
4

憤
一
差
置
筈
一
候
、
右
付
仰
出
之
書
付
別
紙
一

通
添
懺
之
者
也
、

正
徳
二
年
辰
九
月

土
屋
相
模
守政
直
判

阿
部
豊
後
守正
武
判

大
久
保
加
賀
守
忠
朝
判

御
老
中
様
d

御
覧
届
御
連
名
御
奉
書
出
候
、
且
又
其
節
故
大
久
保
加
賀
守
様
よ
り
此
絵
図
面
向

後
無
相
違
様
二
と
御
留
守
居
赤
松
甚
右
衛
門
パ
堅
慇
仰
聞
旨
及
有
之
由
候
間
、
後
年
絵
図
被
差

出
候
節
ハ
、
右
絵
図
面
無
相
違
様
可
仕
娯
r

一
公
義
A

被
差
出
候
絵
図
担
者
、
委
細
之
訳
を
書
記
、
御
記
録
所
ヘ
一
通
り
、
江
戸
、
御
国
御

家
老
座
J

一
通
り
ツ
ツ
、
惜
い
た
し
可
差
賞
候
、

右
者
御
城
内
之
儀
候
得
ハ
専
佐
多
豊
前
殿
引
受
、
堅
固
被
中
付
筈
之
儀
候
条
、
其
通
相
心
得
、

向
後
紛
敷
儀
無
之
様
可
被
申
付
渡
條
、
比
段
豊
前
／
申
達
、
御
家
老
中
茂
承
知
可
仕
置
旨
御
意

候
、
以
上
、
―
正
は
元
年
）
卯
八
月
廿
七
日
御
仕
島
津
帯
刀
」

さ
て
こ
の
絵
図
に
は
城
山
に
登
る
大
手
口
、
岩
崎
口
、
新
照
院
口
の
記
載
、
侍
屋
敷
、
本
丸
、

二
丸
の
記
載
、
城
下
道
筋
や
堀
・
築
地
の
記
載
、
侍
犀
敷
の
焼
失
、
焼
残
の
区
別
、
明
地
、
町

等
興
味
深
い
記
載
が
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
報
告
苔
に
も
っ
と
も
関
係
の
深
い
、
居
所
（
本
丸
）

と
修
理
大
夫
居
所
（
―
-
之
丸
）
と
を
仕
切
る
堀
付
近
の
説
明
書
を
略
図
の
上
に
記
し
て
表
す
こ

と
に
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
補
足
修
正
す
る
絵
図
裏
書
の
記
述
を
左
に
掲
出
す
る
。
二
之
丸
を

西
丸
と
よ
び
、
絵
図
作
或
の
も
と
図
と
し
て
「
御
城
堀
さ
ら
へ
之
儀
被
伺
侯
節
之
御
伺
絵
図
」
と

か
「
石
垣
ぬ
け
候
節
之
御
伺
絵
図
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
知
る
。

「
一
絵
図
御
伺
書
山
城
守
様
御
覧
被
成
、
石
垣
之
古
向
何
間
、
長
何
間
、
群
、
櫓
何
間
与
銘
々
絵

図
書
記
被
遣
候
様
一
一
と
被
仰
聞
候
、
問
数
之
儀
者
、
前
々
御
城
堀
さ
ら
へ
之
儀
被
伺
候
節
之

御
伺
絵
図
御
座
候
、
是
ー
一
相
知
申
候
、
其
外
前
々
石
垣
ぬ
け
候
節
之
御
伺
絵
図
相
等
戊
間
数

御
座
候
得
共
、
御
本
丸
竪
横
之
間
数
又
ハ
西
丸
之
下
石
垣
折
曲
之
間
数
等
者
御
座
候
得
共
、
御

門
よ
り
西
何
十
間
、
東
ハ
何
十
間
と
中
訳
ハ
無
御
座
候
、
然
共
御
兵
具
蔵
之
方
ハ
今
度
合
割
之

絵
図
参
候
ー
付
、
夫
を
以
見
合
、
堀
さ
ら
へ
之
絵
図
一
東
西
九
拾
間
と
御
座
條
を
御
門
之
左
右

二
間
数
判
分
相
記
候
、
且
又
西
丸
之
下
角
矢
倉
之
角
よ
り
山
手
を
堀
さ
ら
へ
之
絵
図
パ
七
拾

八
問
，
二
有
之
、
押
札
二
角
矢
倉
之
角
よ
り
連
子
水
之
角
迄
五
拾
六
間
、
夫
よ
り
西
A

折
候
分
甘

九
間
、
夫
よ
り
山
手
江
甘
二
間
と
見
得
候
て
御
座
候
処
、
石
垣
ぬ
け
之
絵
図
一
ハ
五
拾
六
間
、

甘
九
間
、
七
拾
八
間
と
有
之
候
、
五
拾
六
間
と
甘
二
間
一
而
南
北
七
拾
八
間
―
-
r
f
n

候
を
、
内
わ

け
之
間
数
考
違
に
て
、
石
垣
ぬ
け
之
絵
図
一
ハ
山
手
之
分
を
七
拾
八
間
と
記
違
候
か
と
相
見
得

候
、
御
厩
之
方
南
北
之
間
数
七
拾
六
間
に
て
候
得
者
、
西
丸
之
下
之
惣
長
七
拾
八
間
之
分
鼠

候
、
然
共
連
子
水
之
折
人
石
垣
廿
九
間
と
御
座
俣
得
ハ
、
山
手
之
方
ハ
是
よ
り
長
キ
筈
一
娯
故
、

絵
図
之
表
裏
之
通
三
拾
一
一
間
、
／
仕
候
、
角
矢
倉
か
前
々
よ
り
被
差
出
候
絵
図
二
、
外
屏
な
し
、

石
垣
之
上
二
建
候
rfn

御
座
娯
、
前
方
ハ
成
程
右
之
通
有
之
、
絵
図
之
通
よ
り
も
櫓
縮
構
為
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所
々
如
元
調
申
付
度
候
、
此
屏
焼
失

此
居
所
今
度
類
焼
付
jij

櫓
・
塀
・
門
・
橋

有
来
候
絵
図
之
通
作
事
仕
度
候
、

門
・
櫓
等
焼
失
仕
候
故
、
石
垣
も
焼
崩

居

所

cg~ 圏翌 1 巨 I~認11+11巨

cg~ 圏 11十巨迎

＃臣岩咄密岩永

:gμi阻H咀II臣Ia(幽巨+111巨

＃蓉卓回十 I室

此
石
垣
古
向
一
二
間
五
尺
長
三
十
七
間

此
櫓
焼
失
長
二
十
七
間

此
門
焼
失

此
門
焼
失
長
十
間

此
橋
板
等
焼
申
候
所
も
御
座
候

此
石
垣
高
三
間
五
尺
長
五
十
三
間

此
屏
長
四
十
二
間

此
櫓
焼
失
長
十
二
両

御
記
録
方

｛
叩
｝

島
津
備
前
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有
之
由
候
、
依
之
櫓
之
所
ハ
屏
之
間
数
相
除
候
、
櫓
之
間
数
も
吟
味
之
上
十
二
間
と
書
記
候
曲

被
差
出
娯
、
」

以
上
の
記
述
か
ら
現
在
本
丸
南
西
側
（
黎
明
館
・
図
書
館
の
境
）
の
石
垣
は
当
時
五
十
六
間
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
横
に
の
び
て
二
十
九
間
、
さ
ら
に
北
西
に
曲
っ
て
山
麓
ま
で
二
十
二
間
で
、

堀
の
長
さ
も
ほ
ぼ
同
じ
で
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
現
状
と
合
せ
れ
ば
、

石
垣
の
北
（
西
）
端
か
ら
階
段
上
の
台
地
縁
辺
部
を
行
幸
記
念
碑
付
近
ま
で
の
び
て
石
垣
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
北
（
西
）
に
折
れ
て
山
麓
ま
で
石
垣
と
そ
の
前
面
に
堀
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
ら
が
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
存
在
し
た
の
か
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
変
貌
し
、

現
在
の
状
況
に
な
っ
た
か
。
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

⑧
は
正
徳
三
年
、
城
近
辺
に
火
災
が
あ
り
類
焼
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
御
下
屋
敷
長
屋
を
塀
に

改
め
、
そ
の
前
に
あ
る
侍
尾
敷
を
移
転
、
火
除
地
と
し
て
明
地
と
す
る
こ
と
の
許
可
を
幕
府
に

願
出
た
際
提
出
し
た
絵
図
拍
で
そ
の
経
緯
は
別
添
の
左
記
覚
書
で
明
ら
か
で
あ
る
。

「

覚

御
城
絵
図
壱
枚

右
者
正
徳
二
巳
年
御
下
屋
敷
長
屋
を
肝
二
被
相
直
、
御
下
屋
敷
下
士
屋
敷
一
流
を
島
火
除
空

地
ー
一
被
召
成
度
旨
御
願
有
之
、
公
義
11

被
差
出
候
絵
図
之
如
二
而
候
、
先
年
御
城
御
普
請
御
願

之
節
被
差
出
候
絵
図
者
士
小
路
端
々
迄
委
細
被
書
出
演
候
、
然
者
少
々
小
路
相
替
候
儀
迄
不
被

相
窺
候
得
者
、
以
後
絵
図
面
致
相
逮
筈
二
候
故
、
右
之
絵
図
者
於
江
戸
段
々
被
聞
召
合
候
上
、

御
城
内
山
道
者
士
小
路
端
々
致
略
被
差
出
相
済
候
、
御
願
之
場
所
を
こ
ま
か
に
絵
図
面
ー
一
相
記
、

端
々
之
儀
者
不
目
立
程
二
致
略
候
得
者
、
端
々
之
小
路
等
少
々
相
替
娯
而
も
伺
不
＇
及
事
候
故
、

右
之
通
被
相
調
候
間
、
向
後
御
城
外
小
路
等
之
儀
二
付
叩
公
義
：
絵
図
を
以
被
相
伺
候
節
者
、

此
絵
図
を
以
相
調
被
差
出
筈
一
候
間
、
後
年
無
混
乱
様
一
可
致
置
候
、
且
亦
御
城
内
之
儀
一
付

而
御
願
之
儀
有
之
節
ハ
元
緑
九
子
年
御
普
請
御
願
之
節
被
差
出
置
候
絵
図
之
通
、
御
城
内
計
を

相
調
、
小
路
之
儀
ハ
今
度
渡
量
候
絵
図
之
通
相
調
筈
二
候
間
、
各
奉
得
其
意
、
御
城
御
普
請
御

願
之
節
被
差
出
演
娯
絵
図
相
与
一
所
一
納
置
、
此
件
憤
一
可
記
置
候
、
以
上
、

十
一
月
十
一
日

正

徳

五

未
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構
図
は
元
緑
九
年
図
と
同
じ
だ
が
、
山
城
部
分
の
記
載
と
甲
突
川
及
び
そ
の
付
近
の
記
載
を
省

略
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
理
由
は
変
改
す
る
こ
と
も
な
い
、
又
は
変
改
に
つ
い
て
一
々
届
出
る

必
要
も
な
い
部
分
ま
で
画
か
れ
て
い
て
繁
雑
で
あ
る
の
み
で
な
く
か
え
っ
て
無
用
の
悶
着
の
お

こ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
今
後
は
こ
の
方
針
で
簡
略
化
し
た
絵
図

に
直
接
変
更
す
る
部
分
を
明
示
貼
紙
を
付
し
て
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

嫡
子
部
屋
栖
之
内
居
宅
（
二
之
丸
）
と
あ
る
門
周
辺
す
な
わ
ち
同
図
で
は
薩
摩
守
居
宅
（
本
丸
）

の
前
の
焼
失
し
た
侍
屋
敷
跡
を
「
比
所
当
分
者
囲
迄
一
而
差
濯
申
候
」
と
し
た
他
、
前
の
侍
屋

敷
の
部
分
に
「
此
所
＿
一
張
紙
を
附
、
其
張
紙
一
此
長
屋
を
塀
一
相
直
度
候
間
書
出
申
候
」
、
「
此

朱
筋
を
引
廻
候
表
之
分

1

一
張
紙
を
附
、
比
張
紙
之
分
空
地
一
而
差
置
申
度
候
間
書
付
差
出
候
」

と
記
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
絵
図
の
裏
に
は
正
徳
三
年
の
模
様
変
更
の
経
緯
と
同
図

作
成
の
方
針
、
今
後
の
保
存
活
用
に
つ
い
て
一
括
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
終
り
の
部
分
を
掲
出
し
よ
う
。

「
一
右
之
次
第
二
而
此
節
絵
図
面
相
改
差
出
、
御
願
之
通
相
済
俣
、
何
方
茂
御
城
絵
図
被
差
出

候
時
者
、
御
曲
輪
之
内
迄
を
被
書
出
候
、
御
城
外
者
不
被
書
出
候
付
而
、
御
城
外
要
害
な
ら
さ

る
所
、
又
者
絵
図
面
無
之
所
者
御
城
主
御
心
次
第
被
改
事
之
由
候
得
共
、
鹿
児
島
御
城
先
年
御

類
焼
御
普
請
御
願
之
節
被
害
出
候
絵
図
者
、
御
城
山
内
又
者
御
城
外
士
屋
舗
、
柿
本
寺
、
新
照

院
辺
よ
り
江
月
川
迄
大
概
委
被
書
出
置
候
付
而
、
此
節
空
地
被
仰
付
候
所
茂
右
之
通
御
内
意
為

被
仰
上
事
二
俣
、
御
城
外
又
者
要
害
之
地
一
而
無
之
所
迄
茂
最
前
絵
図
面
之
通
被
書
出
潰
候
而

者
、
又
々
難
被
改
所
戊
可
有
之
r
二
致
吟
味
、
承
合
候
上
、
此
絵
図
之
通
此
度
軽
書
出
為
相
済
事

候
間
、
後
年
御
城
御
修
補
等
付
面
絵
図
を
以
可
被
伺
候
時
者
、
此
絵
図
面
之
通
、
大
概
二
仕
立

被
伺
候
所
之
儀
計
を
其
旨
趣
聞
得
娯
程
二
被
書
出
候
而
可
有
之
候
、
右
之
次
第
二
候
故
、
前
々

御
城
回
緑
之
後
御
伺
之
時
被
差
出
候
絵
図
最
早
不
被
用
筈
候
、
比
段
無
間
違
様
委
曲
可
申
伝
潰

候、一
前
々
被
差
出
濫
娯
絵
図
一
者
御
城
を
居
所
与
書
記
有
之
候
、
飯
高
一
郎
兵
衛
様
此
節
御
覧
被

成
、
御
在
所
持
衆
な
と
の
御
書
出
二
紛
敷
候
間
居
宅
与
記
可
然
旨
被
仰
候
故
、
此
節
居
宅
与
為

書
出
事
ー
一
俣
、

右
之
件
委
相
記
、
御
自
分
IL

可
渡
置
旨
御
意
候
間
、
被
奉
得
其
意
候
、
此
節
差
遺
候
一
一
枚
之
絵

図
、
一
枚
者
御
家
老
座
、
一
枚
者
御
記
録
所
江
憶
可
被
納
置
候
、
此
同
絵
図
一
一
件
書
共
写
之
、

江
戸
御
蔵
江
茂
一
通
納
置
候
、
以
上
、

心
は
「
薩
摩
国
鹿
児
島
城
絵
図
」
の
表
題
が
あ
る
宝
暦
六
年
、
幕
府
御
目
附
役
の
入
国
に
際
し

て
提
出
す
る
た
め
用
意
し
た
城
絵
図
の
和
で
、
構
図
・
内
容
と
も
元
緑
九
年
図
と
ほ
と
ん
ど
変

っ
て
い
な
い
。
た
だ
細
部
の
寸
法
記
載
は
な
く
、
正
徳
図
で
指
摘
を
う
け
居
所
を
居
宅
と
書
改

め
た
箇
所
は
「
又
三
郎
居
宅
」
、
「
嫡
子
部
屋
栖
之
内
居
宅
、
当
分
大
隅
守
罷
居
俣
」
と
あ
り
、

新
に
「
南
泉
院
」
「
御
宮
」
が
記
載
さ
れ
、
正
徳
図
で
変
更
を
願
出
た
侍
屋
敷
の
地
は
「
明
地
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
城
の
石
垣
・
屏
等
の
図
は
元
緑
九
年
図
、
正
徳
三
年
図
と
も
全
く
同
じ

で
あ
る
。
絵
図
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
絵
図
作
成
の
経
緯
、
保
存
取
扱
い
の
達
書
を
左
に
掲
げ
る
。

「
今
般
国
御
目
附
京
極
兵
部
様
•
青
山
七
右
ェ
門
様
御
当
国
げ
御
越
、
鹿
児
島
御
城
絵
図
御
用

付
認
様
之
儀
致
吟
味
候
処
、
元
緑
九
年
巳
五
月
御
城
御
類
焼
御
普
請
御
願
二
付
、
公
義
ふ
絵
図

差
出
候
節
者
、
細
密
二
相
記
、
正
徳
―
―
丘
＇
巳
三
月
御
下
屋
鋪
御
長
屋
を
塀
二
被
相
直
、
南
頬
御

役
所
井
士
屋
鋪
為
火
除
空
地
被
作
付
度
御
之
節
者
、
太
略
相
認
被
差
出
相
済
候
付
、
向
後
御
城

御
修
補
等
付
、
被
相
窺
候
節
者
、
正
徳
三
年
被
差
出
候
絵
図
可
被
相
用
旨
裏
書
二
相
見
得
候
得

共
、
此
節
之
俄
者
細
密
之
絵
図
可
被
差
出
俄
被
申
談
、
右
年
間
両
度
ー
一
被
差
出
候
絵
図
取
合
、
塀

御
長
屋
其
節
一
一
相
替
り
、
又
者
空
地
一
相
成
、
小
路
割
等
相
替
候
場
所
、
都
巾
当
分
之
通
、
絵
図

相
調
被
差
出
、
御
用
相
済
候
、
此
以
後
城
御
修
補
等
付
而
者
、
有
来
通
正
徳
一
二
年
之
絵
図
可
被

相
用
事
候
、
何
そ
一
付
細
密
之
絵
図
御
用
候
節
者
、
此
節
御
目
付
様
江
被
差
出
潰
候
絵
図
面
之
通

無
之
候
而
者
、
諸
所
間
違
二
相
成
筈
候
付
、
為
見
合
此
表
絵
図
料
紙
彩
色
等
迄
も
都
而
被
差
出

候
通
相
調
、
御
家
老
座
・
江
戸
御
家
老
座
江
一
枚
ツ
ツ
被
差
置
、
一
枚
者
御
記
録
所
江
被
納
潰

候
条
、
到
後
年
右
之
趣
を
以
無
遺
失
之
沙
汰
可
申
出
候
、
以
上
、

宝

暦

六

年

了

十

月

島

津

主

殿

0
匝

島
津
主
鈴

鎌
田
典
購
〇
（
印
）

高
橋
縫
殿
〇
匝

す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
に
公
式
に
作
成
さ
れ
た
元
緑
九
年
図
と
正
徳
三
年
図
の
う
ち
、
後
者
を
模

様
変
更
申
請
の
場
合
用
い
る
こ
と
と
定
め
た
が
、
今
回
の
よ
う
な
場
合
、
元
緑
九
年
図
の
如
き

細
密
図
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
両
図
を
合
せ
、
さ
ら
に
変
更
分
を
書
加
え
て
作
成

正
徳
五
年
未
五
月

島
津
備
前
殿

島
津
帯
刀

し—
し—
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し
た
。
そ
し
て
今
後
の
為
に
提
出
し
た
も
の
と
同
じ
も
の
を
三
部
作
り
江
戸
・
国
元
の
家
老
座

と
記
録
所
に
納
め
活
用
と
保
存
を
は
か
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
本
図
作
成
の

契
機
と
な
っ
た
幕
府
御
目
付
役
の
人
部
並
び
に
そ
の
質
問
へ
の
応
答
、
鹿
児
島
城
の
概
況
報
告

に
つ
い
て
は
「
通
昭
録
」
巻
之
七
、
「
監
察
使
答
問
抄
上
」
に
詳
細
な
記
述
が
あ
り
、
大
変
参
考

に
な
る
。
以
上
囚
・
⑧
・
心
の
三
種
の
城
絵
図
に
つ
い
て
紹
介
し
て
ぎ
た
が
、
用
途
の
相
違
、

年
代
の
推
移
に
よ
っ
て
若
干
の
変
更
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
江
戸
時
代
前
半
の
鹿
児
島
城
の
規

模
、
形
状
は
一
貫
し
て
変
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
城
主
居
館
（
本
丸
）
の
一
.
-

方
に
石
垣
を
築
き
堀
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
は

幕
末
の
成
尾
図
に
明
示
さ
れ
て
い
る
如
き
、
南
方
の
堀
が
約
半
分
の
長
さ
に
い
つ
の
段
階
い
か

な
る
理
由
で
短
縮
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
の
解
明
で
あ
ろ
う
。

二

明
治
初
年
の
二
之
丸
図
が
二
葉
あ
る
。
一
は
以
前
「
鹿
児
島
城
二
の
丸
の
変
遷
に
つ
い
て
」

で
紹
介
し
た
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
玉
里
文
庫
所
蔵
の
「
旧
ー
一
之
丸
図
」
で
あ
る
が
、
二
は

今
回
は
じ
め
て
所
在
の
確
認
さ
れ
た
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
寄
託
文
書
中
の
「
二
之
丸

絵
図
」
で
あ
り
、
同
図
の
発
見
に
よ
っ
て
一
図
の
史
料
の
価
値
も
高
ま
り
、
単
な
る
敷
地
図
に

と
ど
ま
ら
ず
、
わ
ず
か
な
が
ら
地
形
・
施
設
等
の
記
載
も
あ
り
、
間
数
・
坪
数
等
が
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
現
状
と
の
比
較
も
可
能
で
あ
り
、
旧
二
之
丸
敷
地
内
に
お
け
る
発
掘
調
査
位

誼
の
確
認
、
旧
状
復
元
の
推
定
等
の
史
料
と
し
て
今
後
、
両
々
相
ま
っ
て
重
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
一
図
に
は
貼
札
に
「
鹿
児
島
城
山
続
旧
二
之
丸
華
族
島
津
久
光
所
有
地
実
測
図
明
治
十
二

年
三
月
測
呈
」
と
あ
り
、
付
属
書
類
に
よ
り
県
庁
の
要
請
で
玉
里
島
津
家
が
所
有
地
を
売
却
す

る
に
際
し
て
、
岩
元
基
・
山
田
海
三
が
-
旦
購
入
し
、
そ
れ
を
県
に
売
る
と
い
う
手
続
を
と
っ

た
時
に
作
成
し
た
も
の
で
正
確
な
実
測
図
と
思
わ
れ
る
。
二
図
は
年
月

H
の
記
載
は
な
い
が
、

北
側
境
に
営
所
境
と
あ
り
、
南
側
境
に
「
此
所
鶴
ヶ
峯
神
社
地
一
而
除
ク
」
と
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ

同
じ
頃
の
絵
図
と
思
わ
れ
、
そ
の
境
界
の
線
引
や
面
積
の
記
載
か
ら
も
一
図
と
同
一
敷
地
の
絵

図
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
図
に
は
「
地
積
壱
万
三
千
百
弐
拾
五
坪
但
六
尺
五
寸
竿
、
共

地
積
三
万
零
八
百
六
拾
坪
但
六
尺
竿
、
内
藍
線
西
北
壱
万
壱
千
百
八
拾
九
坪
九
合
、
藍
線
東
南

弐
万
九
千
六
百
七
拾
零
坪
壱
合
」
と
あ
る
が
、
二
図
に
は
コ
一
丸
惣
絵
図
」
と
し
て
「
合
屋
敷

四
町
三
反
七
畝
拾
五
歩
、
山
込
惣
合
五
町
三
反
六
畝
拾
歩
」
と
あ
り
、
こ
の
う
ち
犀
敷
面
積
四

町
三
反
七
畝
十
五
歩
は
坪
数
に
換
算
す
れ
ば
壱
万
三
千
百
弐
拾
五
坪
と
な
り
、
一
・
ニ
図
共
合

致
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
記
載
坪
数
に
つ
い
て
は
一
致
し
な
い
が
、
こ
れ
は
計
算
範
囲
の

相
巽
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
両
図
と
も
同
一
地
域
を
当
時
の
二
之
丸
の
範
囲
と
し
て
表
示
し

て
い
る
と
し
て
間
違
あ
る
ま
い
。

以
上
の
両
図
に
画
か
れ
た
二
之
丸
の
範
囲
を
現
在
の
地
図
上
に
示
せ
ば
お
よ
そ
次
の
如
く
で

あ
り
、
さ
ら
に
県
立
図
書
館
敷
地
内
の
発
掘
調
査
遺
構
図
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
部
分
的
に
石
塀
、

排
水
溝
で
合
致
す
る
箇
所
も
認
め
ら
れ
る
。
（
矢
来
門
よ
り
右
側
排
水
構
、
左
側
石
塀
並
び
に
排

水
溝
、
そ
し
て
現
在
の
県
立
図
書
館
北
西
側
の
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
駐
車
場
と
な
っ

て
い
る
台
地
境
の
土
手
が
旧
石
垣
の
形
状
の
名
残
を
示
し
て
い
る
等
）

他
に
今
回
報
告
対
象
の
県
立
図
書
館
敷
地
の
旧
藩
時
代
に
お
け
る
状
況
を
示
唆
す
る
図
は
現

在
の
と
こ
ろ
成
尾
図
の
右
に
出
る
も
の
は
な
い
。
成
尾
図
は
成
厄
常
矩
が
自
ら
金
山
奉
行
等
と

し
て
勤
仕
し
た
鹿
児
島
城
内
外
の
様
相
が
廃
藩
賀
県
後
、
本
丸
が
鎮
台
分
営
に
な
っ
た
こ
と
等

で
変
貌
し
て
行
く
の
を
嘆
ぎ
、
資
料
と
記
憶
に
基
き
明
治
六
年
作
図
し
た
も
の
を
、
さ
ら
に
明

治
十
年
（
七
い
）
西
南
戦
争
に
よ
っ
て
焼
損
し
た
も
の
を
翌
年
復
原
し
た
も
の
で
、
ー
本
丸
内

の
殿
舎
指
図
と
、
⑧
城
周
辺
見
取
図
と
が
あ
る
。
両
図
と
も
関
係
部
分
の
記
載
が
あ
り
、
第
一

・
ニ
章
に
掲
出
し
た
図
と
併
せ
て
発
掘
調
食
に
よ
る
遺
構
図
の
分
析
に
益
す
る
所
大
と
い
え
よ

入っこ
こ
で
一
番
問
題
に
な
る
の
は
矢
米
御
門
と
御
台
所
御
門
の
位
置
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
矢
来
御

門
は
は
じ
め
二
之
丸
御
門
と
よ
ば
れ
、
そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
由
緒
あ
り
と
し
て
そ
の
後
も
変

動
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
（
前
出
「
旧
藩
時
代
に
お
け
る
名
山
小
学
校
敷
地
の
状
況
に
つ
い

て
」
掲
載
「
見
聞
秘
記
」
の
図
参
照
。
）
と
す
れ
ば
同
門
か
ら
入
っ
て
ゆ
る
い
階
段
状
遺
構
を
上

り
、
真
直
ぐ
西
北
に
の
び
る
通
路
跡
は
山
麓
近
く
ま
で
達
し
て
御
茶
道
通
り
、
中
門
、
桜
御
所

に
通
ず
る
奥
御
殿
か
ら
藩
主
ら
が
城
外
に
出
入
す
る
際
の
通
路
に
他
な
ら
な
い
。
通
路
の
側
に

は
蔵
も
建
て
ら
れ
、
矢
来
御
門
を
入
っ
た
右
測
に
は
祠
堂
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
先
は
外

御
庭
で
茶
屋
等
も
建
て
ら
れ
て
い
た
。
か
つ
て
は
こ
の
付
近
に
も
二
之
丸
の
殿
舎
が
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
左
側
に
は
成
尾
図
に
よ
れ
ば
御
台
所
門
が
あ
り
門
外
の
道
路
に
面
し
て
薬
園
方

が
あ
り
、
奥
に
は
御
台
所
の
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
そ
こ
は
七
高
グ
ラ
ン
ド
の

拡
張
部
分
、
民
有
地
と
の
境
界
の
通
路
部
分
に
も
か
か
っ
て
い
て
は
っ
き
り
と
し
た
遺
構
は
残

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
側
溝
や
暗
渠
排
水
路
、
上
水
道
管
等
の
遺
構
は
縦
横
に
走
っ
て
い
て
そ

れ
は
前
出
「
旧
二
之
丸
図
」
と
の
対
比
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
御
台
所
御

門
の
位
置
は
図
書
館
南
束
側
通
路
の
国
道
十
号
線
と
接
す
る
付
近
に
推
定
で
き
よ
う
。

-7-



島津斉彬：ロ
照
国
神
社

'"" "'叫

一、
｀ --一＿--------弄ぃ，rfI 

三
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県
立
博
物
館
敷
地

南
門

市
立
美
術
館
敷
地
●
御
下
屋
敷
門

県
立
図
書
館
敷
地

さ
て
上
記
二
種
の
二
之
丸
図
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
本
丸
と
二
之
丸
の
境
と
な
る

石
垣
・
堀
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
堀
よ
り
二
之
丸
側
平
均
約
五
間
輻
の
地
は
二
之
丸
の
範
囲
外

と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
米
堀
付
属
の
地
は
本
丸
に
所
属
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
慣
習
で

明
治
に
な
っ
て
も
螢
所
用
地
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
成
尾
図
で
も
二
之
丸
か
ら
除
か
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
成
尼
図
で
は
二
之
丸
の
範
囲
を
限
定
し
て
外
御
庭
か
ら
御
台
所
ま
で
を
別

区
画
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
広
義
の
一
―
之
丸
内
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
明

治
初
年
二
之
丸
と
し
て
線
引
さ
れ
た
地
域
が
広
義
の
二
之
丸
の
範
囲
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
御

台
所
・
旧
御
下
屋
敷
（
新
一
一
之
丸
御
殿
）
が
人
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
成
尼
図
に
画
か
れ

て
い
る
御
勘
定
所
・
御
代
官
所
・
宗
門
方
・
山
奉
行
所
等
の
諸
役
座
（
現
在
県
立
博
物
館
敷
地
）

は
こ
の
時
点
で
は
区
別
さ
れ
て
お
り
、
二
之
丸
の
内
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
に
成
尼
図
、
二
種
の
旧
二
之
丸
図
を
中
心
に
そ
の
他
の
城
下
絵
図
を
参
考
と
し
て

現
在
の
地
図
と
比
較
し
て
み
た
場
合
、
通
路
等
の
旧
状
と
現
状
と
が
ほ
ぼ
合
致
し
、
基
本
的
に

近
世
の
鹿
児
島
城
二
之
丸
の
姿
が
そ
の
ま
ま
現
在
に
ま
で
持
越
さ
れ
て
い
る
感
じ
を
強
く
抱
く

も
の
で
あ
る
。三

鹿
児
島
城
の
築
営
は
慶
長
六
年

(
O
4
-

）
着
手
以
米
、
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
家
久
は
は
じ
め
上
之
山
に
登
っ
て
全
体
の
プ
ラ
ン
を
定
め
山
麓
に
居
館

を
設
計
、
逐
次
工
事
を
進
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
経
兼
日
記
」
・
「
見
聞
秘
記
」
、
「
旧
記
雑
録
後

編
」
六
九
所
収
伊
地
知
重
康
の
「
慶
長
十
八
年
日
記
」
等
に
よ
っ
て
そ
の
経
緯
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。
当
初
は
山
上
、
山
下
に
施
設
を
構
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
山
上
の
城
主

日
置
島
津
家
の
常
久
の
死
、
元
和
元
年
（
豆
）
の
一
国
一
城
令
等
の
結
果
、
山
上
に
は
番
所

を
置
く
に
と
ど
め
、
専
ら
山
下
の
居
館
の
整
備
に
つ
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
山
麓
東
北

部
に
堀
を
め
ぐ
ら
し
た
藩
主
の
居
館
を
、
隣
接
し
て
西
南
部
に
世
嗣
、
側
室
等
の
居
館
を
石
垣

を
め
ぐ
ら
し
て
構
築
、
そ
の
前
面
、
周
囲
に
一
族
の
屋
敷
、
役
所
等
を
配
謹
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
こ
の
基
本
プ
ラ
ン
は
以
後
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
幕
末
維
新
期
ま
で
及
ん
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
通
称
と
し
て
本
丸
と
よ
ば
れ
、
後
者
は
二
之
丸
と
呼
ば
れ
た
が
、
前
者

が
地
域
的
に
限
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
後
者
は
比
較
的
余
裕
が
あ
り
、
し
ば
し
ば
殿
舎
の
改

築
移
転
、
施
設
の
変
更
、
範
囲
の
拡
張
等
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
寛
永
十
六
年
（
い
）
、
藩

主
屋
敷
が
古
く
な
り
新
築
の
願
書
が
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
が
、
石
垣
・
堀
等
に
つ
い
て
は
旧
状

の
通
り
復
原
す
る
こ
と
と
し
、
家
作
は
い
か
程
に
し
て
も
差
支
え
な
し
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
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二
之
丸
の
改
築
に
つ
い
て
は
「
古
記
」
天
和
一
云
一
年
（
八
二
十
一
月
二
十
一
日
条
に
「
二
之
御

丸
立
直
ル
、
島
津
中
務
殿
、
島
津
伊
賀
殿
屋
敷
、
島
津
帯
刀
殿
本
屋
敷
迄
二
之
御
丸
成
候
一

付
、
地
引
有
之
候
事
」
、
十
二
月
十
七
日
条
に
「
―
一
之
御
丸
立
直
ル
、
大
工
凡
四
百
余
人
」
と
あ

り
、
同
二
十
四
日
条
に
「
二
之
御
丸
御
営
造
終
ル
」
と
あ
り
、
こ
の
年
二
之
丸
殿
舎
の
改
築
、
そ
の

範
囲
の
拡
大
が
あ
っ
た
よ
う
に
う
か
が
え
る
。
御
台
所
の
史
料
上
の
初
見
は
管
見
に
よ
れ
ば
寛

永
三
年
（
こ
こ
三
月
二
十
三
日
の
島
津
久
元
他
二
名
家
老
の
条
書
で
「
御
台
所
万
物
定
」
と

あ
り
、
文
字
通
り
城
内
台
所
方
の
諸
規
式
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
御
台
所
の
別
の
機
能
は

側
室
女
房
の
居
所
で
あ
り
、
藩
主
子
女
の
養
育
の
場
で
も
あ
っ
た
。
延
宝
三
年
（
七
い
）
九
月

廿
七

H
付
島
津
忠
広
・
新
納
久
了
連
署
の
伊
地
権
左
衛
門
宛
書
状
に
よ
れ
ば
綱
貴
側
室
出
産
（
吉

貴
）
の
際
は
「
御
子
ハ
男
子
二
て
も
、
女
子
一
面
も
、
御
台
所
へ
お
ぎ
ま
い
ら
せ
御
そ
た
て
可

被
成
候
」
と
あ
る
。
「
旧
伝
集
三
」
に
は
元
腺
九
年
（
九
二
四
月
廿
三
日
の
本
丸
炎
上
の
際
、
「
夜
明

御
台
所
内
に
も
少
し
焼
申
娯
」
と
あ
り
、
こ
の
時
御
下
屋
敷
は
無
事
で
あ
っ
た
か
ら
御
台
所
が

二
之
丸
の
中
で
本
丸
に
比
較
的
近
接
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
な
お
「
御
治
世
年
表
」

に
よ
れ
ば
、
元
緑
十
七
年

(

0

竺
正
月
廿
―
一
日
、
藩
主
網
貴
は
花
尾
権
現
に
参
詣
出
発
の
際
、

「
御
台
所
よ
り
御
出
、
八
ノ
半
過
御
台
所
へ
御
入
」
と
あ
る
か
ら
罹
災
後
本
丸
の
復
旧
迄
綱

貴
は
御
台
所
を
居
所
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
宝
永
―
一
年

(

O
□

)

吉
貴
が
藩
主
と
し

て
は
じ
め
て
入
部
し
た
際
に
は
、
な
お
本
丸
御
殿
の
作
事
が
未
完
成
で
あ
っ
た
た
め
、
御
下
屋

敷
に
入
っ
た
と
い
う
。
（
「
薩
陽
落
穂
集
一
」
）
本
丸
の
修
覆
が
完
成
し
た
の
は
宝
永
四
年

(
O
L
t
)

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
延
享
三
年
（
四
五
）
＋
―
一
月
、
御
台
所
の
後
に
継
豊
偶
室
嘉
久
の
家
作
が

命
じ
ら
れ
、
翌
年
完
成
と
共
に
山
下
御
屋
敷
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
（
云
通
達
牒
」
）
御
台
所
の
位

置
に
移
動
が
あ
っ
た
か
否
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
丸
の
御
楼
門
の
次
が
二
之
丸
御
門
（
矢

来
御
門
）
で
そ
の
次
が
御
台
所
御
門
（
両
口
御
門
）
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
少
な
く
と
も
門

の
位
置
か
ら
貞
直
北
西
の
方
向
に
あ
っ
た
と
し
て
よ
く
、
創
立
期
か
ら
成
尾
図
に
画
か
れ
て
い

る
幕
末
期
に
至
る
ま
で
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
古
来
四
陀
邸
と
呼
称
さ
れ
た

そ
の
位
謹
は
基
本
的
に
変
化
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
安
永
一
一
年
（
七
一
）
重
牽
が
聖
堂
（
の
ち

造
土
館
）
を
建
設
す
る
際
、
そ
の
敷
地
を
「
一
御
下
屋
敷
下
通
六
拾
五
間
、
一
南
泉
院
通
四
拾

七
間
余
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
御
下
屋
敷
御
門
（
二
之
丸
御
門
）
の
位
置
か
ら
み
て
改
築
、

増
設
等
殿
舎
、
庭
園
等
の
趣
を
一
新
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
敷
地
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
一
定
し
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
天
明
五
年
（
い
い
）
二
月
、
「
通
達
牒
」
所
収
の
史
料
は
興
味
深
い
。

「
一
公
辺
心
岬
嫡
子
様
又
者
御
隠
居
様
御
居
宅
と
被
仰
出
置
候
御
屋
地
之
所
以
来
御
内
輪

rfn

者
二
丸
，
r

相
唱
候
様
被
仰
付
候
、

一
妙
心
院
様
御
存
生
内
被
成
御
座
候
地
面
を
山
下
御
屋
敷
と
申
来
候
得
共
、
山
下
之
名
目
被
相

除
、
右
地
面
者
二
丸
一
園
被
仰
付
條
、
（
略
）

二
丸
御
門
之
事
一
矢
来
御
門
両
口
御
門
之
事
一
御
台
所
御
門
御
下
屋
敷
御
門
之
事
一

二
丸
御
門
右
同
裏
御
門
之
事
一
南
御
門
御
勘
定
所
門
之
事
一
御
役
所
御
門
随
神
門

脇
御
中
門
之
事
一
花
園
御
門

右
之
通
相
唱
候
様
被
仰
付
候
、
尤
公
辺
T

御
書
出
等
有
之
節
者
前
々
絵
図
面
之
通
被
仰
付
候

（

天

明

五

年

）

一

一

月

近

江

す
な
わ
ち
一
は
二
之
丸
の
呼
称
を
対
内
的
の
公
称
と
し
た
こ
と
。
二
は
山
下
御
屋
敷
を
二
之

丸
の
中
に
と
り
こ
ん
だ
こ
と
。
三
は
門
の
名
称
を
変
更
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
二
丸
御
門

の
名
称
を
矢
来
御
門
に
変
更
し
、
御
下
屋
敷
御
門
を
二
丸
御
門
に
変
更
し
た
こ
と
は
、
正
式
に

9

一
之
丸
の
範
囲
を
定
め
、
そ
の
中
心
部
が
北
東
か
ら
南
西
に
移
動
し
た
実
情
に
則
応
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
事
実
、
重
楽
は
天
明
七
年
(

¥

L

L

)

か
ら
二
之
丸
殿
舎
の
造
営
を
命
じ
、
翌
年
京

都
御
所
、
二
条
城
の
罹
災
を
は
ば
か
り
中
断
し
た
も
の
の
、
寛
政
一
一
年
（
九

o
L
)

工
事
を
再
開
、

翌
年
落
成
、
同
四
年
（
九

t

)

移
徒
の
儀
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
本
丸
の
殿
舎
の
プ

ラ
ン
を
模
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
天
保
年
間
城
下
絵
図
に
画
か
れ
て
い
る
形
容
の

も
の
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
重
楽
の
命
で
形
成
さ
れ
た
二
之
丸
殿
舎
を
基
本
に
幕
末
文

久
年
間
、
久
光
は
さ
ら
に
手
を
加
え
、
庭
園
（
外
御
庭
）
に
は
水
練
場
に
も
な
っ
た
大
池
や
演

武
場
、
馬
場
、
蔵
等
も
設
営
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
最
近
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
寄

託
の
王
里
文
庫
の
中
か
ら
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
二
之
丸
表
門
並
び
に
屈
菫
門
の
図
が
発
見

さ
れ
注
目
を
あ
つ
め
た
。
な
お
両
口
御
門
か
ら
御
台
所
御
門
と
改
め
ら
れ
た
所
に
建
て
ら
れ
た

薬
園
方
（
成
尼
図
）
は
寛
政
四
年
（
九

t

)

十
二
月
の
御
薬
園
奉
行
新
設
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ

う
。
終
り
に
今
一
度
図
書
館
敷
地
内
の
遺
構
に
限
定
し
て
関
係
す
る
史
料
を
補
足
紹
介
し
て
お

こ
う
。
一
は
第
一
節
で
提
起
し
た
南
西
側
堀
の
半
ば
を
残
し
て
の
埋
立
て
の
時
期
が
い
つ
か
と

い
う
問
題
に
関
連
し
て
図
で
み
る
限
り
な
お
文
化
七
年
(
〈
9

)

ま
で
旧
状
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
史
料
の
存
在
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
年
一
月
九
日
、
藩
主
斉
興
は
御
楼
門
前
の
板
橋

が
朽
損
し
た
の
で
石
橋
に
か
け
か
え
た
い
と
幕
府
に
願
出
て
許
可
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
際

付
属
の
絵
図
（
「
続
編
島
津
氏
世
録
正
統
系
図
」
）
を
み
る
限
り
既
掲
の
①
・
ー
・
心
図
と
堀
の
状
況

は
変
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
公
式
の
届
け
出
の
場
合
既
定
の
絵
図
通
り
に

し
た
だ
け
の
こ
と
で
現
状
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
と
の
見
方
も
で
ぎ
る
わ
け
で
は
あ
る
が
、
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―
つ
の
参
考
資
料
と
は
な
し
得
よ
う
。
何
れ
に
し
て
も
同
堀
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
に
至

る
間
に
そ
の
半
ば
を
埋
立
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
発
掘
当
時
そ
の
堀
を
埋
立
て
た
と
思
わ

れ
る
箇
所
の
土
質
が
ぎ
わ
め
て
軟
弱
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
）
二
は
矢
米
御
門
（
二
之
丸
御

門
）
か
ら
入
っ
て
右
手
に
祠
堂
遺
構
と
思
わ
れ
る
も
の
が
ニ
ヶ
所
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

を
裏
付
る
も
の
と
し
て
藩
主
の
外
出
、
帰
館
の
際
の
系
路
を
示
す
記
事
が
あ
る
。
「
列
朝
制
度
」

＿
―
-
三
（
藩
法
集
8
鹿
児
島
藩
下
所
収
）
に
年
未
詳
（
天
明
以
前
か
）
「
御
国
元
初
て
御
首
途
」
と

•••••••••• 

し
て
「
一
櫻
之
間
・
ニ
之
丸
御
門
御
出
（
略
）
一
外
御
庭
御
堂
社
井
御
看
続
所
へ
御
参

詣
、
御
盛
塩
御
神
酒
上
、
右
畢
て
、
大
奥
へ
御
入
」
と
あ
り
、
堂
社
、
看
経
所
と
あ
る
の
に

当
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。
近
年
、
江
戸
後
期
、
幕
末
期
の
薩
藩
士
の
記
録
が
逐
次
刊
行
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
（
た
と
え
ば
鹿
児
島
県
史
料
「
新
納
久
仰
雑
譜
」
・
「
鎌
田
正
純
日
記
」
筈
）
そ
れ
ら
を

子
細
に
検
討
し
発
掘
調
査
の
考
古
学
的
成
果
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
或
は
県
立
図
書
館
敷

地
内
の
当
時
の
状
況
を
か
な
り
具
体
的
に
推
察
し
得
る
手
懸
り
が
見
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
と
も
関
心
を
も
ち
つ
づ
け
て
文
献
面
か
ら
の
解
明
を
期
し
た
い
と
念
じ
て
い
る
。
（
こ
の

項
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
教
養
講
座
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
「
鹿
児
島
城
の
変
遷
に
つ
い
て
」
、

鹿
大
史
学
二
六
「
鶴
丸
城
二
丸
御
門
と
御
下
犀
敷
御
門
」
参
照
。
）

終
り
に
本
稿
執
筆
に
当
り
史
料
の
閲
覧
利
用
に
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

•
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
・
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
・
鹿
児
島
県
立
図
書
館

各
位
に
謝
意
を
表
す
る
。
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